
 

 

 

 

 
 

【本領域の目的】 

変性疾患研究の歴史は既に１００年を過ぎました

が、私たちはまだ真に有効な治療法を手に入れて

いません。変性疾患に比べて原因遺伝子の発見や

病態解明が遅れている印象がある発達障害や精神

疾患の研究はなおさらのことです。もちろん、変

性疾患研究は多くの知見を私たちにもたらしまし

た。原因遺伝子の発見は病理学的に既に知られて

いた封入体や凝集体の形成の謎をほぼ解き明かし

ました。また、アミロイドイメージングなどの診

断技術の発展にも大きく寄与しました。一方で、

進行病変において凝集体を取り除いても症状の回

復が見込めないことが分かってきました。その背

景となる神経細胞（ニューロン）の様々な機能障

害が新たな課題としてクローズアップされていま

す。さらには、神経細胞の機能失調から細胞死へ

至る過程も明らかではありません。脳が神経細胞

を素子とする回路である以上、素子間のコンタク

トを担うシナプスと回路の脆弱性は脳マシーンの

パフォーマンス低下の最も重要な原因であること

は明らかです。本研究領域ではニューロン機能異

常がシナプス異常と回路脆弱性に如何に結びつく

のかを５年間で解明したいという野心的な挑戦で

す。シナプス病態の本質を反映する幾つかのプロ

トタイプを明らかにしたいと考えています。そし

て、それが脳疾患を早期病変段階で食い止め回復

させる、真に有効な治療の礎となると考えます。 

 
【本領域の内容】 

本領域では原因タンパク質が各種の細胞機能障害

を介してシナプス機能異常につながる過程を解析

するシナプスパソロジー(A01)、回路選択的な病変

のメカニズムを解析するサーキットパソロジー

(A02)、これらの研究の基盤技術の推進を図る新技

術(A03)によって構成されます。これらの３プロジ

ェクトの有機的な連携によって、前述の目的の達

成を目指します。 

 

 

 

 

 

 
 

【期待される成果】 
A01: 種々の変性疾患・発達障害性疾患・精神疾患

において、遺伝子異常が多様な細胞機能異常を介

してシナプス異常に至る分子過程を解明する。ま

た、各種脳疾患研究から得られた成果の比較統合

から、病態進行あるいは病変分布の相違を超えた

共通性を明確にし、新たな病態分類と疾患治療の

基本戦略を探る。 

A02: ニューロサーキット（神経回路）選択的障害

を引き起こす分子病態の研究を行う。選択性の基

盤解明を目指した研究から、細胞機能障害を促進

する因子あるいは抑制する因子の同定が期待でき

る。 

A03: A01 と A02 の課題に取り組むための新しい切

り口として先端的分子イメージング研究と幹細胞

研究を加え、領域内の共同研究推進と領域全体と

しての学術水準の強化を図る。 

 
【キーワード】 
シナプス、サーキット、神経変性疾患、発達障害、

幹細胞、分子イメージング 
 

【ホームページ】 
 http://www.tmd.ac.jp/mri/shingakujutu/   

研究領域名  シナプス・ニューロサーキットパソロジーの創成 
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